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笠間ブランドの確立に向けた
ひと・まち・もの（産業）づくり

畜
産
試
験
場
跡
地
利
活
用
促
進
事
業

笠
間
稲
荷
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

我
が
国
の
人
口
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
局

面
に
入
っ
て
お
り
、
笠
間
市
に
お
い
て
も
、
合
併
時

か
ら
約
５
，２
０
０
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
深
刻
な
状
況

で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
10
月
に
「
笠
間
市
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
自
律
的

な
都
市
の
確
立
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
人
口
減
少
時
代
で
あ
っ
て
も
、
知
恵
を
出
し
、

笠
間
の
資
源
を
活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
果
敢
に
挑

戦
し
、
活
力
あ
る
笠
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
市
政
運
営

に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
人
口
減
少
時
代
へ
の
新
た
な
挑

戦
と
し
て
、
本
市
の
目
指
す
将
来
像
を
「
文
化
交
流
都

市 

笠
間 

～
未
来
へ
の
挑
戦
～
」と
定
め
、「
安
全
・
安

心
で
快
適
な
質
の
高
い
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
多
様
な
産
業
が
育
ち
、
成
長
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」「
人
が
集
い
、
賑
わ
う
、
多
様
な
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」の
３
つ
を
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

と
し
て
掲
げ
た
「
笠
間
市
第
２
次
総
合
計
画
」
に
よ
る

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
ま
た
、「
笠
間
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
向
け
た
ひ
と
・
ま
ち
・
も
の（
産
業
）づ
く
り
」

を
重
点
課
題
に
位
置
付
け
、
産
業
の
活
性
化
、
少
子
化

対
策
、
教
育
の
充
実
な
ど
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
強
み

を
伸
ば
し
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
取
組
み
を
つ
な

ぐ
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

国
全
体
の
構
造
的
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
、
少
子
化
・

高
齢
化
と
い
う
現
状
が
、
将
来
に
対
す
る
不
安
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
支
援
強
化
を
は
じ
め
と

し
、
学
力
と
ス
ポ
ー
ツ
双
方
に
お
け
る
特
色
あ
る
学
校
教
育

の
展
開
、
実
践
的
な
技
能
等
の
習
得
支
援
、
大
学
等
と
の
連

携
に
よ
る
生
涯
学
習
の
推
進
や
地
域
活
動
の
活
性
化
策
な
ど

に
つ
い
て
、
地
域
経
済
対
策
お
よ
び
拠
点
整
備
等
と
も
連
携

し
た
包
括
的
な
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

畜
産
試
験
場
跡
地
の
一
部
（
市
有
地
・
国
有

地
部
分
）
を
活
用
し
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な

る
多
目
的
広
場
の
整
備
に
向
け
た
計
画
の
策
定

等
を
推
進
し
ま
す
。

　

旧
井
筒
屋
本
館
を
交
流
拠
点
と
し
た
笠
間
稲

荷
周
辺
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
本
館
整

備
に
あ
わ
せ
て
広
場
な
ど
の
周
辺
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
、
挑
戦
す
る
市
内
企
業

お
よ
び
事
業
所
等
の
支
援
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
、

観
光
と
い
っ
た
強
み
を
伸
ば
す
取
組
み
の
推
進
な
ど
に
つ
い

て
、
人
材
育
成
や
拠
点
整
備
等
と
も
連
携
し
た
包
括
的
な
取

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
が
る
整
備
を
は
じ
め
、
既

存
施
設
や
未
利
用
地
等
の
積
極
的
な
活
用
策
の
推
進
、
持
続

性
に
も
つ
な
が
る
都
市
施
設
の
活
用
に
お
け
る
地
域
で
の
協

働
の
仕
組
み
の
検
討
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
学
び
や
地
域

活
性
化
に
資
す
る
活
動
の
促
進
と
い
っ
た
人
材
育
成
施
策
お

よ
び
地
域
経
済
対
策
と
連
携
し
た
包
括
的
な
取
組
み
を
推
進

し
ま
す
。 結

婚
、
子
育
て
、
働
く
、

学
ぶ
こ
と
へ
の
希
望
の
実
現

ひと
市
民
お
よ
び
経
済
活
動
を
活
性
化
す
る

基
盤
整
備
と
活
用
の
推
進

まち

 強みを伸ばし、つなぐ

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

産
業
の
成
長
促
進

平
成
29
年
度 

施
政
方
針

● 

重
点
課
題
の
取
組
み 

●

重
要
事
務
事
業（
98
事
業
）

拠
点
・
市
街
地
整
備

７
，９
４
９
千
円

３
８
，２
３
８
千
円

拡
充

木
造
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業

　

旧
耐
震
基
準
の
建
築
物
の
耐
震
化
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
派
遣

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

５
，５
０
８
千
円

新
規

宅
地
耐
震
化
推
進
事
業

　

阪
神
大
震
災
や
新
潟
中
越
地
震
で
崩
落
が

あ
っ
た
大
規
模
盛
土
に
つ
い
て
、
市
内
に
お
い

て
も
変
動
予
測
を
行
い
、
「
大
規
模
造
成
盛
土

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

５
，７
２
４
千
円

新
規

都
市
基
盤

重
点
課
題
と
重
要
事
務
事
業
の
概
要

もの

もの もの
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公
共
交
通

公
園
・
緑
地

上
水
道

消
防
・
救
急

生
活
排
水

防
　
犯

空
家
・
空
地
対
策

道
路
・
河
川

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま

運
行
事
業

狭
あ
い
道
路
整
備
促
進
事
業

道
路
維
持
事
業
（
補
修
工
事
等
）

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

空
家
政
策
推
進
事
業

幹
線
道
路
整
備
事
業

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と
で
、

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
、
交
通
弱
者
の

方
々
の
日
常
生
活
の
移
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

市
内
の
生
活
道
路
で
幅
員
が
狭
い
道
路
の
拡

幅
整
備
を
行
い
ま
す
。【（
友
）３
２
０
６
号
線
、

（
岩
）西
２
７
７
号
線
】

　

地
区
要
望
に
対
応
し
た
道
水
路
の
維
持
並
び

に
整
備
工
事
を
す
る
と
と
も
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
発
見
し
た
不
良
箇
所
の
修
繕
工
事
を
実

　

橋
梁
定
期
点
検
に
お
い
て
、
早
期
措
置
段
階

判
定
と
な
っ
た
、
市
内
の
３
橋
梁
に
つ
い
て
修

繕
設
計
・
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
南
小
泉
地
内
１
橋
、
上
郷
地
内
２
橋
】

　

新
た
な
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
北

山
公
園
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
お
よ
び
キ
ャ
ン
プ

場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
徴
収
等
業
務
の
民
間
委
託
に
、新

た
な
業
務
項
目
を
追
加
し
、さ
ら
な
る
経
費
削

減
と
水
道
事
業
経
営
の
効
率
化
を
目
指
し
ま

す
。

　

消
防
体
制
の
充
実
お
よ
び
強
化
の
た
め
に
、

水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
・
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
央
地
区
の
消
防
広

域
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
度
化
す
る
救
急
業
務
へ
の
対
応
と
し
て
、

医
療
機
関
等
で
の
教
育
・
研
修
を
行
い
職
員
の

知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
救
急
資
器
材
を
整
備
す
る
な
ど
救
急
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

防
犯
連
絡
員
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
身
守
り
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
防
犯
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
石

綿
管
お
よ
び
鉛
製
給
水
管
の
布
設
替
を
実
施
す

る
と
と
も
に
漏
水
修
繕
の
早
期
対
応
に
努
め
ま

す
。

　

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
供
用
開

始
後
23
年
を
経
過
し
た「
下
市
毛
ポ
ン
プ
場
」の

機
械
、電
気
設
備
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
化
に
向
け
て
、
今

年
度
は
固
定
資
産
調
査
・
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
施
設
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
環
境
保
全
へ
向
け
て

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
を
推

進
し
、
事
業
区
域
外
に
お
い
て
は
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
入
替
え
を
促

進
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
笠
間
市
空
家
等

対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
空
家
等
の
適
正
管

理
・
空
家
バ
ン
ク
制
度
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
空
家
等
に
対
す
る
相
談
や
問
題
解
決
に
早

急
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

空
家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

　

市
内
幹
線
道
路
（
来
栖
本
戸
線
・
南
友
部
平

町
線
・
笠
間
小
原
線
・
市
道（
笠
）２
１
１
１
号

線
・
市
道（
笠
）３
５
９
２
号
線
・
市
道
（
友
）

１
級
11
号
線
・
市
道（
友
）２
級
５
号
線
）
の
交

通
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
早
期
完
成
を
目
指

し
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

６
９
，２
７
６
千
円

８
８
，５
３
３
千
円

１
４
４
，４
６
１
千
円

１
５
，４
５
０
千
円

北
山
公
園
管
理
事
業１

９
，０
０
６
千
円

水
道
事
業
料
金
徴
収
等
の
包
括
的
業
務

委
託

８
２
，６
６
８
千
円

消
防
体
制
充
実
強
化
事
業１

５
７
，７
１
７
千
円

救
急
高
度
化
推
進
事
業

１
，２
４
６
千
円

防
犯
活
動
の
推
進

２
，３
２
２
千
円

水
道
施
設
等
整
備
事
業

１
５
３
，５
３
１
千
円

下
水
道
施
設
長
寿
命
化
計
画
推
進
事
業

３
０
５
，１
１
０
千
円

下
水
道
事
業
に
お
け
る
地
方
公
営
企
業
法

適
用
準
備
事
業

４
２
，８
３
０
千
円

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

合
併
浄
化
槽
整
備
事
業

７
９
５
，７
７
３
千
円

２
１
，９
１
７
千
円

７
７
８
，８
２
２
千
円

まちまち

まち

まち

生
活
環
境

　

市
民
の
安
心
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
ま

ち
な
か
の
主
要
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
20
基
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
が
設
置
す
る
防
犯

灯
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

防
犯
施
設
整
備
事
業

６
，４
０
０
千
円

交
通
安
全

　

交
通
安
全
運
動
を
中
心
と
し
交
通
安
全
活
動

を
関
係
機
関
、
交
通
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携

し
て
行
い
、交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
安
全
活
動
推
進
事
業

１
，０
０
３
千
円

環
境
保
全
・
公
害
防
止

　

地
域
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
継
承
す
る
と

と
も
に
、
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
を
形
成
す
る

た
め
市
民
・
事
業
者
・
市
が
協
働
し
て
、第
２
次

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業

９
５
７
千
円

拡
充

拡
充

拡
充

新
規

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

廃
棄
物
対
策

　

ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
な
ど
、
市
の
一

般
廃
棄
物
（
ご
み
・
し
尿
）
処
理
の
基
本
方
針

を
定
め
る
「
笠
間
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
を
改
定
し
、
一
般
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を

図
り
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定
事
業

４
，４
２
２
千
円

施
し
ま
す
。

もの
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子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
・
蔓
延
防

止
や
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
市
内
の
満
1
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

を
対
象
と
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
行
う
際
の
助
成
を
し
ま
す
。

か
さ
ま
こ
ど
も
園
内
で
の
病
後
児

保
育
事
業

２
，９
５
５
千
円

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

８
，７
０
０
千
円

予
防
接
種
事
業

（
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
）

１
５
６
，８
３
９
千
円

児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

３
４
，５
８
８
千
円

赤
ち
ゃ
ん
・
ほ
っ
と
！
ル
ー
ム

事
業

１
，０
８
７
千
円

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま
整
備
事
業

１
，３
６
６
，７
７
７
千
円

市
立
病
院
の
在
宅
医
療
拡
充
事
業

１
８
，０
１
０
千
円

特
定
健
康
診
査
等
事
業５３

，８
３
０
千
円

低
所
得
者
福
祉
事
業２

５
，４
１
４
千
円

医
療
福
祉
費
支
給
・
自
己
負
担
金

助
成
事
業

５
４
１
，３
２
６
千
円

後
期
高
齢
者
健
診
事
業１６

，０
９
５
千
円

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

６
７
，５
６
０
千
円

国
保
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

１
８
，２
５
０
千
円

か
さ
ま
こ
ど
も
園
・

い
な
だ
こ
ど
も
園
運
営
管
理
事
業

１
５
２
，２
６
９
千
円

ひとひと

ひとひとひと ひと

ひと

ひとひとひと

ひとひとひと

ひと

ひと

ひとひと

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
い
る
市
内
の
施
設
を
、「
子
育
て
応
援
施
設
」

と
し
て
認
定
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
認
定
し

た
施
設
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
時
に
会
場
で
使
用
す
る
テ
ン
ト
や
お
む
つ

交
換
台
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
に
開
設
す
る
「
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
か
さ
ま
」
の
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
の
継
続
工
事
と
な
り
ま
す
。

　

筑
波
大
学
病
院
か
ら
指
導
医
を
受
け
入
れ
、

地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
安
定
的
な
医
師
の
確
保
を
図
る
こ
と
で
地

域
医
療
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
か

さ
ま
」
を
開
設
し
、
在
宅
医
療
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重
点
を
置
い
た
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
積
極
的
な
受
診

を
促
し
ま
す
。

　

働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
住
む
所
が
な
い

な
ど
、
生
活
に
困
窮
す
る
方
へ
の
支
援
と
し

て
、
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額
の
支
給
や
専
門

の
支
援
員
が
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ

た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
他
の
専
門
機
関
と

連
携
し
て
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
の
適
正
な
実
施
を
目
的
と
し

て
、
レ
セ
プ
ト
の
点
検
、
医
療
要
否
意
見
書
の

審
査
、
扶
養
義
務
者
お
よ
び
関
係
機
関
の
調
査

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

基
本
と
な
る
県
の
制
度
を
よ
り
拡
充
さ
せ
た

本
市
独
自
の
制
度
に
基
づ
き
、乳
幼
児
・
児
童・

生
徒
・
妊
産
婦
・
ひ
と
り
親
・
重
度
心
身
障
害

者
等
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

健
康
保
持
と
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
健
康
診
査
の
積
極
的
な
受
診
を
促
す

と
と
も
に
、人
間
ド
ッ
ク・
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

助
成
を
実
施
し
、受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
、
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
相
談
支
援
や
日
常
生
活

用
具
の
給
付
な
ど
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に

よ
り
障
害
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

国
保
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
重
点
を
置
い
た
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
、
受
診
率

　

平
成
30
年
４
月
に
開
設
す
る
「
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
か
さ
ま
」
内
に
、
子
ど
も
が
病
気
の
時

に
、
自
宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
利
用
で

き
る
、
病
児
保
育
室
を
開
設
す
る
た
め
の
準
備

を
行
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
子
育
て
世
代
の
総
合
相
談
窓
口
で

す
。
特
に
妊
娠
期
か
ら
産
後
間
も
な
い
時
期
の

支
援
と
し
て
、
母
乳
相
談
や
個
別
サ
ポ
ー
ト
、

産
後
ケ
ア
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
疾
病
の
早
期
発
見
の

た
め
、が
ん
検
診
等
の
健
康
診
査
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

が
ん
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
の
た
め
、
一
定

　

食
育
・
む
し
歯
予
防
対
策
の
推
進
の
た
め
、

市
内
の
保
育
所（
園
）、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
お
よ
び
小
・
中
学
校
へ
の
普
及
啓
発
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
要
介
護
者
の
効
果
的
な
口

腔
衛
生
管
理
の
た
め
、
介
護
福
祉
施
設
等
の
職

員
向
け
に
口
腔
ケ
ア
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
の
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
ま
た

は
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
、
専
用
の
部

屋
で
一
時
的
に
預
か
り
保
育
し
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
親
と
そ
の
子
ど
も
が
気
軽
に

集
い
、
相
互
に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

場
を
提
供
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
み
つ
ば
ち
」、「
く
り
の
こ
」、「
か
ん
が
る
ー
」

を
運
営
し
ま
す
。

　

友
部
第
二
小
学
校
に
定
員
40
名
の
児
童
ク
ラ

ブ
室
を
整
備
し
ま
す
。

　

き
め
細
や
か
な
幼
児
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
に
開
園
の

「
か
さ
ま
こ
ど
も
園
」
お
よ
び
、
平
成
29
年
４

月
開
園
の
「
い
な
だ
こ
ど
も
園
」
の
運
営
を
行

い
ま
す
。地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま

病
児
保
育
事
業

２
，６
７
９
千
円

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

３
，７
４
７
千
円

各
種
検
診
推
進
事
業６

７
，８
５
７
千
円

が
ん
検
診
推
進
事
業

１
７
４
千
円

食
育
・
歯
科
保
健
推
進
事
業２６

２
千
円

健
康
・
福
祉

保
健
・
医
療

まち社
会
保
障

地
域
福
祉

障
害
者
福
祉

拡
充

拡
充

拡
充

新
規

新
規

新
規

拡
充

拡
充

年
齢
の
方
に
対
し
、
個
別
の
受
診
推
奨
を
行

い
、
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
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在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

認
知
症
地
域
支
援
推
進
事
業

１
，９
３
４
千
円

９
９
４
千
円

企
業
誘
致
推
進
事
業５０

６
，６
０
７
千
円

雇
用
対
策
事
業

９
７
千
円

笠
間
地
区
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

支
援
事
業

２
，５
５
８
千
円

ひとひと

　

医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し
、
多
職
種
が

連
携
し
て
地
域
の
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
介
護

健
診
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
る
認

知
症
ケ
ア
の
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
医
療

機
関
や
介
護
関
係
機
関
、
地
域
の
支
援
機
関
と

連
携
し
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
初
期
の
段
階
で

集
中
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
」
の
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
の
意
向
調
査
や
立
地
促
進
Ｐ
Ｒ
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、「
企
業
立
地
促
進
事
業

補
助
金
」
等
の
優
遇
制
度
を
活
用
し
、
新
た
な

企
業
誘
致
お
よ
び
既
存
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

高
校
生
お
よ
び
大
学
生
等
、
既
卒
3
年
以
内

の
方
を
対
象
と
し
て
、
市
内
企
業
に
お
け
る
合

同
就
職
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
中
高

生
お
よ
び
大
学
生
を
対
象
に
、
市
役
所
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
入
れ
ま
す
。

　

地
域
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
活
力
あ
る
産
業
の

実
現
、
雇
用
の
安
定
、
市
民
生
活
の
向
上
等
を

図
る
た
め
に
、
職
業
訓
練
法
人
等
が
行
う
職
業

訓
練
に
対
し
支
援
し
、
人
材
育
成
の
取
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

企
業
誘
致

雇
用
・
労
働
環
境

高
齢
者
福
祉産　

業

ひと

創
業
支
援
事
業
（
も
の
づ
く
り
作
家

へ
の
創
業
助
成
等
）

４
，６
７
２
千
円

　

創
業
塾
を
開
設
し
、
創
業
希
望
者
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
も
の
づ
く
り
作
家

の
創
業
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
工
業
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

愛
宕
山
誘
導
看
板
整
備
事
業

３
，０
９
０
千
円

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

２
，３
４
７
千
円

第
１
１
０
回
菊
ま
つ
り
事
業

１
０
，２
０
８
千
円

　

岩
間
駅
か
ら
愛
宕
山
へ
の
誘
導
看
板
を
設
置

し
、
愛
宕
山
へ
の
観
光
人
口
の
増
加
を
図
り
、

賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

筑
波
山
周
辺
地
域
の
6
市
等
で
連
携
し
て
、

地
質
・
自
然
環
境
・
歴
史
文
化
と
い
っ
た
地
域

資
源
を
活
か
し
た
「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
」
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

観
光
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
連
絡
協

議
会
を
中
心
と
し
た
新
た
な
菊
ま
つ
り
イ
ベ
ン

ト
へ
の
転
換
に
取
組
み
「
第
１
１
０
回
笠
間
の

菊
ま
つ
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

観
　
光

地
場
産
業
支
援
事
業

（
笠
間
焼
・
稲
田
み
か
げ
石
）

１
４
，１
０
２
千
円

担
い
手
対
策
強
化
促
進
事
業

５
，９
５
８
千
円

鳥
獣
被
害
防
止
地
域
支
援
事
業１

，９
６
４
千
円

い
ば
ら
き
伝
統
的
工
芸
品
産
業

推
進
事
業（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

５
，０
０
０
千
円

　

国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
認
定
を
受
け
て
い
る

笠
間
焼
の
担
い
手
の
育
成
や
振
興
を
図
る
た

め
、
住
居
の
家
賃
や
窯
元
等
に
お
け
る
研
修
費

用
等
に
対
し
て
の
支
援
や
、
稲
田
み
か
げ
石
の

振
興
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

農
業
後
継
者
が
技
術
習
得
す
る
た
め
の
研
修

経
費
の
一
部
や
、
新
規
就
農
者
の
住
宅
家
賃
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

近
年
増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害
に
対
し
て
、
電

気
柵
や
防
護
柵
等
の
設
置
費
用
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
一
般
市
民
の
方
を
対
象
と
し
た
わ

な
猟
の
免
許
取
得
の
助
成
お
よ
び
イ
ノ
シ
シ
捕

獲
の
補
助
も
実
施
し
ま
す
。

　

茨
城
県
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
（
笠
間
焼
・

結
城
紬
・
真
壁
石
灯
籠
）
の
振
興
を
図
る
た

め
、
県
・
笠
間
市
・
結
城
市
・
桜
川
市
が
連
携

し
、
戦
略
的
な
市
場
開
拓
や
新
商
品
開
発
等
の

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

地
場
産
品

農
林
業

拡
充

新
規

新
規

新
規

拡
充

笠
間
の
栗
生
産
拡
大
事
業

（
地
方
創
生
応
援
税
制
）

４
，０
５
１
千
円

　

日
本
有
数
の
生
産
量
が
あ
る
「
栗
」
と
い
う

地
域
資
源
を
生
か
し
、「
笠
間
に
し
か
な
い
・
笠

間
ら
し
い
・
体
感
で
き
る
」
栗
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
化
に
向
け
、
品
質
・
商
品
・
体
制
の
3
点
の

確
立
を
図
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
を
借
り
、
植
栽
・
改
植
・
剪
定

等
を
し
、
市
の
代
表
的
な
地
場
産
品
で
あ
る

新
規

日
本
一
の
栗
の
産
地
づ
く
り
推
進

事
業
（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

１
９
，７
３
５
千
円

新
規

　

円
滑
な
資
金
調
達
に
よ
り
、
事
業
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
市
町
村
金
融
で
あ
る
自
治

金
融
・
振
興
金
融
の
利
子
補
給
お
よ
び
保
証
料

補
給
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

商
　
業

中
小
企
業
活
動
促
進
支
援
・
金
融

支
援
事
業

８
９
，６
８
０
千
円

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

６
，１
８
６
千
円

　

将
来
の
農
業
生
産
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地

域
農
業
の
中
心
的
役
割
と
な
れ
る
よ
う
必
要
な

区
画
整
理
や
水
路
、
農
道
等
の
整
備
を
一
体
的

に
行
う
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

買
い
物
環
境
の
改
善
策
検
討
の
た
め
、
移
動

販
売
の
実
証
事
業
を
行
い
ま
す
。

買
い
物
弱
者
支
援
事
業

８
９
５
千
円

「
栗
」
の
生
産
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ものもの

ものものもの

もの

ものものもの

ものものもの
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「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
笠
間
市
実
行
委

員
会
」
に
組
織
を
改
め
、
市
で
開
催
さ
れ
る
競

技
会
（
軟
式
野
球
・
ゴ
ル
フ
・
ク
レ
ー
射
撃
・

合
気
道
）
の
円
滑
な
運
営
に
必
要
な
事
務
お
よ

び
事
業
を
行
い
ま
す
。

時
習
館
２
０
０
周
年
記
念
事
業

３
５
７
，３
３
２
千
円

１
，３
７
１
千
円

まちまち

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
「
授
業
支
援
講
師
」

を
配
置
し
、
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
理
解
度
や
個
人
差
に
応
じ
た

学
習
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

芸
術
・
文
化

生
涯
学
習

ひと

学
力
向
上
支
援
事
業４

５
，５
２
３
千
円

ひとひと

筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念
館
整
備
事
業

（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
）

１
５
，４
５
０
千
円

笠
間
城
跡
保
存
整
備
調
査
事
業

１
５
，４
４
４
千
円

歴
史
展
示
コ
ー
ナ
ー
整
備
事
業

２
４
，３
４
４
千
円

笠
間
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

４
９
５
，５
９
８
千
円

義
務
教
育
学
校
の
特
色
あ
る
教
育

推
進
事
業（
み
な
み
学
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
）

３
７
，６
４
８
千
円

友
部
第
二
中
学
校
校
舎
整
備
事
業

１
１
，８
１
６
千
円

ひと

寺
子
屋
事
業

６
，６
８
９
千
円

ひと

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

推
進
事
業

３
３
０
千
円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
事
業

１
０
，６
５
６
千
円

　

筑
波
海
軍
航
空
隊
司
令
部
庁
舎
は
、
国
内

で
も
数
少
な
い
戦
争
遺
産
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
集
ま
っ
た
貴
重
な
資
料
の
整
理
・
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

て
、映
像
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｖ
Ｒ
映
像
を
作
成

し
、更
な
る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

笠
間
城
跡
周
辺
に
つ
い
て
、
地
形
図
の
作
成

や
笠
間
城
本
丸
跡
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行

い
、
今
後
の
発
掘
を
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
報
告
お
よ
び
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

笠
間
の
歴
史
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深

　

建
築
後
、
34
年
が
経
過
す
る
笠
間
公
民
館
の

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
28
年

度
か
ら
の
継
続
工
事
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
に
開
校
し
た
「
み
な
み
学
園

義
務
教
育
学
校
」
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
等
を
整
備
し
、

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

建
築
後
、
30
年
を
経
過
し
て
い
る
中
学
校
校

舎
の
大
規
模
改
修
お
よ
び
ト
イ
レ
改
修
工
事
の

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
教
諭
等
に
対
す
る
指
導
専

門
員
を
配
置
し
、
細
や
か
な
訪
問
指
導
・
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
小
学
校
5
、
6
年
生
を
対
象
と
し

て
、
土
曜
日
に
学
び
の
機
会
や
夏
季
特
別
講
座

を
提
供
し
、
学
力
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域

と
学
校
が
連
携
・
協
力
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
教
育
・
福
祉
等

の
専
門
的
な
知
識
お
よ
び
技
術
を
有
す
る
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

まちまち

まち

１
，８
１
４
千
円

　

笠
間
藩
の
藩
校
で
あ
っ
た
時
習
館
が
、

２
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
時

習
館
に
関
係
す
る
資
料
を
収
集
・
整
理
し
、
多

く
の
方
に
当
時
の
藩
校
の
在
り
方
や
教
え
方
、

ま
た
そ
の
功
績
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
笠
間
公
民
館
を
会
場
に
特

別
展
を
開
催
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生

モ
デ
ル
事
業

２
，２
０
０
千
円

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

「
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ａ
」
運
営
事
業

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
建
設
・

運
営
事
業

４
３
，１
９
９
千
円

市
民
球
場
整
備
事
業

２
０
４
，１
４
０
千
円

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業

茨
城
国
体
推
進
事
業

４
，４
１
１
千
円

　

行
政
区
や
子
ど
も
会
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
が

単
独
ま
た
は
連
携
し
て
実
施
す
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
モ
デ
ル
事
業
に
対
し
助
成
し
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
」
の
建
設
工
事
お
よ
び
運

営
を
行
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
の
継
続
工

事
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
活
動
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
平
成
29
年

１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

と
も
べ（
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ａ
）」
を
指
定
管
理
に
よ
り

運
営
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
茨
城
国
体
の
開
催
に
向
け
、軟
式

野
球
の
会
場
と
な
っ
て
い
る「
笠
間
市
民
球
場
」

の
電
光
掲
示
板
設
置
等
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、

地
域
づ
く
り

市
民
協
働
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ひと

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

ひと

特
別
支
援
教
育
指
導
専
門
員
配
置

事
業

９
２
９
千
円

新
規

拡
充

新
規

新
規

新
規

小
中
学
校
に
英
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
英
語

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
の
検

定
試
験
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

新
規

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
の

学
校
教
育
教
育
・
文
化

英
語
教
育
強
化
推
進
事
業

４
５
，６
１
２
千
円

ひと

め
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
笠
間
の
魅
力
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
旧

井
筒
屋
旅
館
の
2
階
に
歴
史
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

整
備
し
ま
す
。

大
会
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文

化
的
な
相
互
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

もの
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まち

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
事
業

（
県
央
地
域
９
市
町
村
に
よ
る
連
携
）

５
，７
９
７
千
円

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
大
規
模
改
修

事
業

２
２
１
，２
０
０
千
円

遊
休
市
有
地
売
却
促
進
事
業

４
，４
４
２
千
円

公
共
建
築
物
の
中
期
資
産
管
理
計
画

策
定
事
業

６
１
千
円

収
納
対
策
事
務

２
３
，４
１
１
千
円

行
政
改
革
推
進
事
業

４
４
６
千
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

１
２
，０
５
２
千
円

働
き
方
改
革
推
進
事
業

５
９
７
千
円

笠
間
と
東
京
圏
を
つ
な
ぐ
会
事
業

１
，６
７
８
千
円

広
報
推
進
事
業

１
９
，４
０
０
千
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

１
８
，５
６
１
千
円

定
住
化
促
進
事
業

（
移
住
促
進
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
移
住
体
験
）

５
，２
６
１
千
円

笠
間
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
生
涯
活
躍
の
ま
ち
）

推
進
事
業

１
０
，４
６
０
千
円

女
性
の
活
躍
応
援
事
業

７
２
８
千
円

堂
ノ
池
周
辺
整
備
事
業

５
０
８
，４
０
０
千
円

地
域
課
題
解
決
支
援
モ
デ
ル
事
業

１
，０
０
０
千
円

　

茨
城
県
央
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
基

づ
き
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
生
活
基
盤
の

確
保
の
た
め
、
医
療
・
福
祉
・
公
共
交
通
等
の

連
携
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

建
築
後
、
21
年
を
経
過
し
て
お
り
、
内
外
装

の
劣
化
・
空
調
機
器
の
老
朽
化
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
増
加
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

未
利
用
地
と
な
っ
て
い
る
市
有
地
に
つ
い

て
、
各
種
調
査
を
実
施
し
、
売
却
へ
の
取
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
笠
間
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
な

る
中
期
資
産
管
理
計
画
策
定
の
た
め
、
必
要
な

情
報
の
収
集
・
整
理
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

自
主
財
源
や
税
負
担
の
公
平
を
確
保
す
る
た

め
、
納
付
催
告
、
財
産
調
査
、
差
押
え
や
公
売

　

第
３
次
笠
間
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
の
確
立
に

向
け
て
、
行
財
政
の
改
革
を
全
庁
的
に
推
進
し

ま
す
。

　

行
政
事
務
お
よ
び
議
会
運
営
効
率
化
の
た
め

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。
庁
内
会
議

等
に
も
活
用
の
幅
を
拡
大
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
紙
資
料
の
削
減
、
さ
ら
に
は
業

務
の
省
力
化
と
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
す
る
た
め
、
職
員

の
能
力
向
上
を
目
的
に
働
き
方
改
革
に
取
組
み

ま
す
。
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
推
進
し
、
職
務
意
欲
や
公
務
能
率
等
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
来
訪
者

の
拡
大
、
二
地
域
居
住
、
移
住
な
ど
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
笠
間
市
出
身
で
東
京
圏

に
在
住
の
方
お
よ
び
笠
間
市
出
身
の
専
門
学
校

　

笠
間
市
の
魅
力
を
広
く
市
内
外
に
発
信
す
る

た
め
、
広
報
紙
の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
動

　

特
定
不
妊
治
療
を
実
施
す
る
夫
婦
に
治
療
費

の
助
成
を
し
ま
す
。
ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る｢

男
性
不
妊
治
療｣
に
対

し
て
も
、
条
件
に
よ
り
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
の
団
体
が
行
う
出
会
い
の
場
づ
く
り
に

対
す
る
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
市
創
生

総
合
戦
略
、
移
住
・
交
流
、
女
性
の
活
躍
応

援
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
形
成
な
ど
の
取
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

定
住
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
制
度
を
活
用
し
、
首
都
圏
か
ら
本

市
へ
の
移
住
希
望
者
を
受
け
入
れ
、
隊
員
に
よ

る
地
域
活
性
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
解
消
を
目

指
し
、
本
市
へ
の
定
住
化
を
図
る
た
め
、
首
都

圏
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
お
試
し

　

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
笠
間
暮
ら
し
を
創
出
す
る

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
構
築
を
目
指
し
、
市
民
と

産
学
官
連
携
に
よ
る
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
、

事
業
化
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

女
性
の
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
た
め
、

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
女
性
等
に
対
す
る

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
や
有
資
格
者
に
対

す
る
復
職
支
援
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
設
置
に
伴
う
地

域
振
興
お
よ
び
環
境
保
全
等
に
関
す
る
協
定

書
」に
基
づ
き
、
福
田
地
区
内
に
あ
る「
堂
ノ

池
」を
世
代
や
地
域
を
越
え
た
交
流
に
よ
る
地

域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
集
会
所
や
散
策
路

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　

地
域
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
各
種

団
体
等
が
連
合
体
と
な
っ
て
行
う
課
題
の
調

査
、
解
決
に
向
け
た
協
議
や
活
動
に
対
し
て
、

包
括
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

広
域
行
政

公
共
施
設
等
管
理

財
政
運
営

行
政
運
営

広
報
・
広
聴

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

移
住
・
交
流

女
性
活
躍
推
進

ひとひと

ひと

ひと

ひと

出
会
い
創
出
支
援
事
業１

，６
２
２
千
円

ひと

特
定
不
妊
治
療
費
補
助
事
業

６
，６
５
０
千
円

ひと

ひと

拡
充拡

充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

産
学
官
連
携
事
業

８
，５
７
０
千
円

ひと

拡
充

拡
充

新
規

自
治
体
運
営

新
規

新
規

新
規

新
規

新
規

まちまち

生
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
市
政
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
、
市
税
等
の
徴
収
率

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

画
等
を
配
信
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
悠
久
の

歴
史
・
文
化
・
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹

介
す
る
市
勢
要
覧
を
発
行
し
ま
す
。

居
住
や
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
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一
般
会
計

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
平

成
29
年
度
の
予
算
総
額
は
、５
６
０
億
７
，４
６
６
万

６
千
円
と
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、笠
間
市
創
生
総
合
戦
略
で
掲

げ
る
「
笠
間
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た 

ひ
と
・

ま
ち
・
も
の（
産
業
）づ
く
り
」を
重
点
課
題
と
し

て
、こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
新
た
な
取
組
み
を
積
極
的

に
進
め
、
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
効
率
的
で
実
効

性
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
た
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し

て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的
な

施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
３
０
９
億

５
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
、市
税
は
90
億
３
，９
７
７
万
９
千

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存
財
源
の
地
方
交
付

税
は
58
億
円
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
44
億
５
，

９
６
５
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の

歳
入
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
経
費
の
節
減
に
努
め
、
各

種
施
策
に
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
障
害
者
自
立
支
援
や
、
生
活
保

護
、
児
童
手
当
、
民
間
認
定
こ
ど
も
園
入
園
負
担

金
、
い
な
だ
こ
ど
も
園
運
営
費
、病
児
保
育
事
業
な

ど
の
経
費
と
し
て
１
０
６
億
７
，５
８
６
万
９
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

総
務
費
に
は
、
新
規
設
立
法
人
へ
の
企
業
立
地
促

進
支
援
や
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岩
間
地
区
）
の

整
備
、
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
大
規
模
改
修
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
の
運
行
経
費
な
ど
37
億

６
，８
７
９
万
２
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
笠
間
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
、
市
民
球
場
電
光
掲
示
板
整
備
、
み
な
み
学
園
義

務
教
育
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
、
筑
波
海
軍

航
空
隊
記
念
館
整
備
、
友
部
第
二
中
学
校
校
舎
整
備

な
ど
の
経
費
と
し
て
33
億
１
，９
７
１
万
２
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

歳
　
出

歳
　
入

扶助費
62億4,990万円
20.2%

普通建設事業費
44億337万5千円

14.2%

人件費
53億7,131万7千円

17.4%

物件費
46億5,460万5千円

15.0%

繰出金
37億2,347万3千円
12.0%

公債費
31億8,472万3千円

10.3%

補助費等
27億8,374万2千円

9.0%

その他 5億7,886万5千円 1.9%

【歳出予算性質別内訳】

合計
309億
5000万円

市民
一人当たりに
使われるお金

民生費

※平成29年2月28日
　現在人口
　（住民基本台帳）
　77,342人で算出

高齢者・障害者福祉
対策や医療福祉
など

総務費
税金の賦課、戸籍や
住民登録の経費、
広報紙の発行など

合計

400,171円 138,035円48,729円

教育費
各小中学校や
公民館・図書館の
運営など

42,923円

土木費
市道の整備・補修や
公共下水道の整備
など

41,773円

公債費
市債の元金・
利子の返済

41,177円
消防費

消防団や
防災施設の整備
など

農林水産業費
農林業振興支援や
農地の基盤整備
など

18,384円

衛生費
予防接種や各種健診，
ごみ処理事業など

39,215円14,128円

商工費
商工業施設や
観光施設管理など

6,659円

議会費
議会の運営など

3,525円

その他
諸支出金など

5,623円

　  
平
成
29
年
度 

予
算



【
得
す
る
人
・
損
す
る
人
③
】

　今
月
も
前
回
に
引
き
続
き
お
金
に
関
す

る
お
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

低
金
利
時
代
に
何
か
良
い
積
み
立
て

は
あ
り
ま
す
か
？

（
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
利
息
が
ほ
と
ん
ど

付
か
な
い
で
す
よ
ね
）

お
金
が
殖
え
な
い
な
ら
支
払
う
税
金

が
減
る
と
い
い
で
す
ね
。

個
人
型
確
定
拠
出
年
金

「
i
D
e
C
o
」が
話
題
で
す
が
？

（
年
金
積
み
立
て
を
し
な
が
ら
税
制
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
）

給
与
所
得
者
の
会
社
員
や
公
務
員
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ど
の
く
ら
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

か
？

仮
に
40
歳
男
性

　配
偶
者
あ
り

16
歳
未
満
の
子
供
2
人
の
場
合

課
税
所
得
が
4
0
0
万
の
方
が

「
i
D
e
C
o
」で
月
々
1
5
、0
0
0

円
積
み
立
て
を
す
る
と
、所
得
税
、住

民
税
が
年
間「
5
4
、8
0
0
円
」安
く

な
り
ま
す
。

　現
在
の
金
融
環
境
で
は
年
間
1
8
0
、

0
0
0
円
積
み
立
て
で
5
4
、8
0
0
円

の
利
息
は
期
待
で
き
な
い
の
で
、逆
転
の

発
想
で
、「
利
息
は
無
理
で
も
税
金
を
減
ら

す
…
」な
か
な
か
魅
力
的
な
資
産
形
成
で

す
ね
。

　も
ち
ろ
ん
60
歳
ま
で
受
取
れ
な
い
な
ど

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、マ
イ
ナ
ス

金
利
時
代
に
は
検
討
す
る
価
値
は
十
分
あ

り
そ
う
で
す
。

　お
電
話
で
の
ご
予
約
、お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

QQ QAAA

笠間市住吉1364-1

営業時間10:00～20:00
0120-650-121

茨城支店

保険募集代理店
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市税
90億3,977万9千円

29.2%

民生費
106億7,586万9千円

34.5%

総務費
37億6,879万2千円

12.2%

地方交付税
58億円
18.7%国庫支出金

44億5,965万9千円
14.4% 教育費

33億1,971万2千円
10.7%

土木費
32億3,082万円
10.4%

公債費
31億8,472万3千円

10.3%

衛生費
30億3,300万5千円

9.8%

消防費
14億2,183万6千円
4.6%

市債
34億4,680万円
11.1%

繰入金
23億3,947万6千円

7.6%

県支出金
21億8,872万2千円

7.1%

地方消費税交付金
12億5,362万9千円
4.1%

諸収入
8億1,132万1千円
2.6%

その他
16億1,061万4千円　5.2%

その他　4億3,487万3千円　1.4%

一般会計　309億5,000万円　

歳入 歳出

農林水産業費
10億9,267万9千円
3.5%

商工費　5億1,505万円　1.7%

議会費　2億7,264万1千円　0.9%

区　　　分 予　算　額

国 民 健 康 保 険 102億3,300万円

後 期 高 齢 者 医 療 7億4,300万円

介 護 保 険 62億5,200万円

介 護 サ ー ビ ス 1,920万円

公 共 下 水 道 事 業 24億8,800万円

農 業 集 落 排 水 事 業 7億5,300万円

岩間駅東土地区画整理事業 4,532万円

特別会計合計 205億3,352万円

区　　分 予　算　額　

病　院　事　業 21億4,540万2千円

収益的支出 7億7200万円

資本的支出 13億7,340万2千円

水　道　事　業 24億1,661万3千円

収益的支出 18億3,724万2千円

資本的支出 5億7,937万1千円

工業用水道事業 2,913万1千円

収益的支出 2,913万1千円

資本的支出 0円

企業会計合計 45億9,114万6千円

一　般　会　計　　309億5,000万円	 企　業　会　計　　　45億9,114万6千円
特　別　会　計　　205億3,352万円	 予　算　総　額　　560億7,466万6千円

■特別会計 ■企業会計

　特別会計は、国民健康保険や介護保険、公共下水道事業など
特定の事業を行う場合、それぞれの特定収入で運営していく独
立した会計のことです。

　企業会計は、事業から得る収益を主な財源として運営
していく会計のことです。本市では、病院事業、水道事
業および工業用水道事業の3会計があります。



東平鍼・灸接骨院
急患受付 交通事故、労災

〒309-1705

TEL 0296-
FAX 0296-77-9809
77-9939

茨城県笠間市東平2-12-8
各種保険取扱い

休診日/木曜日
土・日 診療中

無料通院送迎実施中

いなだこども園がＯＰＥＮしました！
　平成29年4月、笠間市立稲田幼稚園と笠間市いなだ保育所の機能を一体化した幼保連携型認定こ
ども園「笠間市立いなだこども園」が開園しました。

　開園前の3月19日に竣工式を行い、
幼稚園・保育所の保護者代表の方や
地域の方と一緒に完成を祝いました。

幼保連携型認定こども園

特　　色
・全園児に給食を提供　
・年間を通して国際交流員による英語遊びの実施
・基礎体力づくりのため、戸外での遊びの充実
・稲田小学校（隣接）との連携強化

目指す園児像

竣 工 式 の 様 子

・健康で明るい子　
・思いやりのある子
・自分で考え行動する子
・豊かな表現のできる子

概　　要
園舎案内

○木造平屋建て
・延床面積：1,329㎡
　（保育室0歳児1室、1歳児1室、2歳児1室、
　 　3歳児2室、4歳児1室、5歳児1室）
・利用定員：123名
・駐車台数：55台
・完全給食実施（園内調理）

5歳児
保育室

会議室
倉　庫

事務室

玄関

保健室

子育て
支援エリア

4歳児
保育室

3歳児
保育室

3歳児
保育室

2歳児
保育室

1歳児
保育室

0歳児
保育室

遊戯室
調理室

廊　下

テラス

プール

【問合せ】子ども福祉課（内線162）

いなだこども園全景

テープカット 竣工式典
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　岡倉天心と弟子たちの北茨城・五浦の時代を描いた映画「天心」や、神栖・鹿嶋に実在した特攻機「桜花」

を描き平和の尊さを改めて考えさせる映画「サクラ花－桜花最期の特攻－」など、茨城県に縁のあるさまざま

な作品を作られている映画監督の松村 克弥さんをお招きし、講演いただきます。

　5月3日（水）～5月5日（金）のごみ収集は休みとなります。可燃ごみの翌日の振替収集は行い
ませんので、3日（水）分は6日（土）に、4日（木）分は8日（月）に、5日（金）分は9日（火）に可燃ご
みを出してください。詳細は下の表をご確認ください。

日　　時　5月20日（土） 午前10時30分～
　　　　　※当日は午前9時30分～「笠間市男女共同参画推進連絡協議会総会」を
　　　　　開催します。総会からの参加も可能です。
会　　場　笠間市役所　教育棟2階会議室
参 加 費　無料
申込方法　秘書課窓口で直接または電話、FAXでお申し込みください。
　　　　　申込みの際に参加者氏名・住所・電話番号をお知らせください。

申込期限　5月16日（火）
主　　催　笠間市・笠間市男女共同参画推進連絡協議会

平成２９年度

クリーン作戦の
予定日

【問合せ】環境保全課（内線127）

【問合せ】環境保全課（内線１２７）

【申込み・問合せ】秘書課（内線225）　FAX 0296-78-0612

ゴールデンウィークのごみ収集、し尿汲み取り・浄化槽清掃について
【笠間地区】

【友部・岩間地区】

4月29日（土）
昭和の日

休み
1日に振替

休み
6日に振替

休み
10日に振替

休み
8日に振替

休み
11日に振替

休み
9日に振替

休み
12日に振替

◯
29・1日分

◯
3・6日分

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

休み

休み 休み

休み

休み

休み

休み

休み

30日（日） 5月1日（月） 2日（火）
3日（水）
憲法記念日

4日（木）
みどりの日

5日（金）
こどもの日 6日（土）

可燃ごみ
収集

不燃ごみ・
資源物収集

家庭ごみ
持込
事業系
ごみ持込
し尿汲取・
浄化槽清掃

し尿汲取・
浄化槽清掃

・4月29日（土）の可燃ごみ収集は休みとなり、翌週5月1日（月）に振替収集を行います。
・不燃ごみおよび資源物収集は、翌週の同じ曜日に振替収集を行います。
・4月29日（土）は祝日のため、エコフロンティアかさまへのごみ持ち込みはできません。
・し尿汲取り・浄化槽清掃については、通常どおり土・日・祝日は休みとなります。

・ごみ収集・ごみ持ち込みのどちらも通常どおりとなります。
・し尿汲取り・浄化槽清掃については、通常どおり土・日・祝日は休みとなります。

※ ○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。

4月29日（土）
昭和の日

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

休み 休み 休み

30日（日） 5月1日（月） 2日（火）
3日（水）
憲法記念日

4日（木）
みどりの日

5日（金）
こどもの日 6日（土）

ごみ収集

ごみ持込

※ ○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みになります。

平成29年度のクリーン作戦は、次の日程で実施を予定しています。

　　第1回：  6月  4日(日)
　　第2回：11月26日(日)
　　第3回：  3月  4日(日)

平成29年度 女性の活躍応援講座 「映画で語り継ぐこと」～戦争と平和、家族の絆～

なお、上記はあくまで現段階での予定となります。
正式な日程は、実施前に改めて広報します。
　

松村監督（写真左）

まつむら　かつ や
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長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
農
業
委
員
と
し

て
、
地
域
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
27
日（
月
）、
平
成
28
年
度
笠
間
市
表

彰
式
が
笠
間
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
政
の
発
展
に
著
し
く
功
績
が
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
行
政
、
社

会
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
分
野
で
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
21
名
お
よ
び
２
団
体
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰

一
般
表
彰

一
般
表
彰
（
団
体
）

飯い
い
村む
ら

　
　
茂し
げ
るさ
ん
／
田た

村む
ら

　
昭し
ょ
う

一い
ち
さ
ん

河か

原わ
ら

井い

千ち

汎ひ
ろ

さ
ん
／
小こ

松ま
つ

㟢ざ
き

　
斌た
け
しさ

ん

大お
お
嶺み
ね

　
公き
み
信の
ぶ
さ
ん
／
鈴す
ず
木き

　
信の
ぶ
也や

さ
ん

石い
し

塚つ
か

　
勝か
つ

美み

さ
ん
／
田た

口ぐ
ち

新し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん

大お
お
塚つ
か

　
　
久ひ
さ
しさ
ん
／
杉す
ぎ
山や
ま

　
和か
ず
幸ゆ
き
さ
ん

友と
も

部べ

　
靖や
す

雄お

さ
ん

　
宇う

津つ

　
秀ひ
で
夫お

さ
ん

　

ふ
る
里
笠
間
市
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
感
謝
を

込
め
、
元
気
な
笠
間
づ
く
り
の
た
め
の
市
の

P
R
事
業
に
活
用
す
る
た
め
、
1
0
0
万
円
を

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
池い
け
田だ

　
勇い
さ
むさ
ん

　

昭
和
50
年
に
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
さ

れ
、
国
勢
調
査
８
回
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
８

回
、
茨
城
県
農
業
基
本
調
査
10
回
等
に
従
事

し
、
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
永な
が
田た

　
良よ
し
夫お

さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
、
農
産
物
の
生
産
加
工
に
携

わ
り
、
平
成
25
年
度
笠
間
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
設
立
、
会
長
と
し
て

６
次
産
業
化
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
創
出
を
行

う
事
業
を
展
開
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。　

　

平
成
28
年
に
緑
白
綬
有
功
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
菅す
が

又ま
た

　
正ま
さ

雄お

さ
ん

　

平
成
11
年
度
に
笠
間
市
体
育
協
会
副
会
長
、

平
成
15
年
度
に
会
長
に
就
任
後
、
笠
間
市
の
体

育
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
29
年
１
月
、
公
益
財
団
法
人
茨
城
県
体
育

協
会
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
深ふ
か
澤さ
わ

　
剛た
け
しさ
ん

　

昭
和
60
年
度
に
友
部
町
体
育
協
会
副
会
長
に

就
任
後
（
合
併
後
は
笠
間
市
体
育
協
会
副
会

長
）
31
年
間
笠
間
市
の
体
育
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
１
月
に
公

益
財
団
法
人
茨
城
県
体
育
協
会
褒
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
笠
間
稲
荷
囃
子
保
存
会

（
会
長
　
松ま
つ
本も
と

　
正た
だ
しさ
ん
）

　

笠
間
稲
荷
囃
子
保
存
会
は
、
昭
和
41
年
に
発

足
後
50
年
以
上
に
わ
た
り
、
笠
間
市
を
中
心
に

活
躍
し
て
お
り
、
笠
間
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や

昭
和
49
年
開
催
の
茨
城
国
体
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン

ス
の
エ
ソ
ン
ヌ
県
や
パ
リ
、
ハ
ワ
イ
な
ど
で
の

笠
間
稲
荷
囃
子
の
演
奏
活
動
を
通
し
て
、
国
内

外
へ
笠
間
市
を
P
R
し
、
地
域
伝
統
の
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
笠
間
市
立
友
部
小
学
校
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部

（
校
長
　
白し
ら
土と

　
由ゆ
う
一い
ち
さ
ん
）

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白
河
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
福

島
県
西
郷
村
）
で
開
催
さ
れ
た
（
一
社
）
日
本

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構
主
催
第
14
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ

ル
フ
対
抗
戦
J
G
T
O
カ
ッ
プ
全
国
大
会
に
出

場
し
、
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度 

笠
間
市
表
彰

　
市い
ち
毛げ

　
英ひ
で
弘ひ
ろ
さ
ん

　

平
成
18
年
度
に
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
副

本
部
長
、
平
成
22
年
度
に
本
部
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
旧
友
部
町
時
代
か
ら
12
年
以
上
に
わ

た
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
し
て
青
少
年

育
成
に
携
わ
り
、
笠
間
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮み
や

本も
と

　
孝た
か

男お

さ
ん

　

平
成
18
年
度
に
笠
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
副

本
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
旧
笠
間
市
時
代

か
ら
12
年
以
上
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
と
し
て
青
少
年
育
成
に
携
わ
り
、
笠
間

市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
柳や
な
ぎ
た田

　
順じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん

　

平
成
12
年
度
に
笠
間
市
体
育
指
導
委
員
に
就

任
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
に
努
め
、
ま

た
、
市
主
催
の
各
種
体
育
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
金か
な
澤ざ
わ

　
志し

奈な

さ
ん

　

岩
手
県
八
幡
平
市
安
比
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
第
71
回
国
民
体
育
大
会
ゴ
ル
フ

競
技
に
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
女
子
団

体
に
お
い
て
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
大お
お

沢さ
わ

　
暁あ
か

音ね

さ
ん

　

山
梨
県
馬
術
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
37

回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
総
合
馬
術
大
会
2
0
1
6　

全
日
本
総
合
馬
術
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
ダ
ー
選
手
権

に
出
場
し
、
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

自治功労表彰の皆さん



まちの話題

小林さん、山口市長、髙安さんご夫妻、小幡さん（左から）

卒業生・修了生　学校長らとともに

山口市長、上
かん

田
だ

支社長（左から）

記念式典であいさつする横
よこ

倉
くら

会長
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　2月27日（月）に農業を営む髙
た か

安
や す

行
ゆ き

男
お

さん、京
き ょ う こ

子さんご夫妻（小原）の

家族経営協定の調印式が笠間市役所で開催されました。

　家族経営協定とは、家族の間であいまいになりがちな労働時間や報

酬などの就業条件を取り決め、健全な経営を目指すものです。現在、

本市では髙安さんを含め、135戸の農家が協定を締結しています。

　調印式では山口市長、小
お

幡
ば た

農業委員会会長、小
こ ば や し

林農業改良普及セン

ター長が立会人となり、髙安さん夫妻を激励しました。髙安さん夫妻

　3月3日（金）、昨年開校した笠間陶芸大学校で、第1期生（研究科2

名）の卒業式と大学校の前身である茨城県窯業指導所から在籍されて

いた研修生（成形基礎コース8名）の修了式が行われ、新たな門出を迎

えました。

　式典では、金
か ね

子
こ

学校長から「陶芸は、将来10人に1人残ればいいと

言われている厳しい世界ですが、この学校で学んだ知識と経験を活か

は、主に稲作と小菊を栽培されています。今後も2人力を合わせて栽培面積を広げ、経営規模の拡大を計画してい

くそうです。

せば、全員が陶芸の道で成功できると考えています。自信を持って制作に打ち込んで大きく育ってほしいと願って

います」と式辞が述べられました。

　また、山口市長からは「プロとしての道は決して楽ではないと思うが、自分自身の力で道を切り開いていける魅

力があると思います。皆さんの活躍が私たちの最大の願いです。大きく成長していただきたい」とエールが送られ

ました。

「家族経営協定」   調印式を開催

祝設立10周年　シルバーリハビリ体操指導士会

笠間陶芸大学校　初の卒業式・修了式

　2月22日（水）、綜合警備保障株式会社（ALSOK）茨城支社と「みまもりタグ

を活用した地域の見守り体制整備・活性化に関する包括協定」を締結しました。

　みまもりタグを持った認知症高齢者等が、専用のアプリをインストールした

スマートフォンや感知器とすれ違うことで、自動的にALSOKのサーバに位置

情報が送信され、行方不明者の早期発見が期待できます。

　笠間市では現在感知器の設置を進めており、環境が整い次第、みまもりタグ

の配布を順次行っていきます。

　2月18日（土）、「笠間市シルバーリハビリ体操指導士会設立10周年記念

式典」が、友部公民館で開催され、市民の方や近隣市町村の指導士が参加

しました。

　式典では、シルバーリハビリ体操の考案者である茨城県立健康プラザ管

理者の大
お お

田
た

仁
ひ と

史
し

さんによる記念講演や指導士による寸劇などが行われ、会

場は大盛況となりました。

　指導士会では、今後も普及活動に努め、介護予防や健康維持に貢献でき

るよう活動を続け、より多くの方が元気に暮らせるまちづくりを進めていきます。

認知症高齢者の見守り事業（実証実験）への
取組み
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平成29年度　軽自動車税について
◎5月1日に軽自動車税納税通知書を発送します
　平成29年度軽自動車税の納期限（口座振替日）は、5月31日（水）です。納税
通知書の裏面に記載されている最寄りの金融機関等（全国の主なコンビニエンス
ストアでも納付可能）で、納期限内に納めてください。なお、納期限を過ぎてし
まうと、ゆうちょ銀行やコンビニエンスストアでの取り扱いができなくなってし
まいますのでご注意ください。 
　また、口座振替で納付される方は預金残高の確認をお願いします。

◎口座振替をする場合の車検用納税証明書について

軽自動車におけるグリーン化特例（軽課）の見直し

　金融機関等の窓口で納付された方は、領収証書の右側に車検用納税証明書が付いていますので、車検を
受ける場合にはご利用ください。口座振替をした方には、6月8日頃に車検用納税証明書を発送する予定
です。
　なお、口座振替をする方で6月上旬に車検を受ける場合は、振替記帳済みの預貯金通帳を持参のうえ、
税務課または各支所地域課で納税証明書を申請してください。手数料は無料です。

◎減免手続きについて
  軽自動車税は、心身に障がいのある方や、その方のために使用する軽自動車について、一定の要件を満
たす場合、申請による減免制度があります（生活保護を受給している方が所有する原付バイク等も同様で
す）。なお、自動車税ですでに減免を受けている場合、または軽自動車税納付後の減免申請はできません｡
　納期限の5月31日（水）までに、税務課または各支所地域課で申請してください｡ 詳しくは、税務課まで
お問い合わせください。

用意するもの

軽自動車税

社会保障・税番号（マイナンバー）制度が
導入されたことに伴い、申請者の法人番号
または個人番号の記載が必要になります。

【問合せ】税務課（内線１１5）

1．減免申請書および調査書（税務課または各支所地域課にあります。）
2．印鑑（認め印）
3．障害者手帳
4．平成29年度軽自動車税納税通知書
5．運転する方の運転免許証

※｢電気自動車等｣とは、電気自動車・天然ガス自動車をいう。
※電気自動車等を除くガソリン車・ハイブリット車・LPG車は、いずれも平成17年排出ガス基準75％低減達成車(★★★★)または
　平成30年排出ガス基準50%低減達成車に限る。

[改正前]平成28年4月1日～平成29年3月31日取得分 [改正後]平成29年4月1日～平成31年3月31日取得分

「軽乗用車」は次のとおり要件を見直した上で、「軽貨物車」は現行どおりの要件で
2年延長されます。

　　　　　区　　　分

電気自動車等

2020年度燃費基準＋20％達成

2020年度燃費基準達成

軽減率

75％軽減

50％軽減

25％軽減

　　　　　区　　　分

電気自動車等

2020年度燃費基準＋30％達成

2020年度燃費基準＋10％達成

軽減率

75％軽減

50％軽減

25％軽減



日付 行　　事

１月

第36回笠間の陶
ひ ま つ り

炎祭（5月5日まで）
　笠間芸術の森公園イベント広場
　（笠間焼協同組合 ℡0296-73-0058）
あたご山桜まつり（5月7日まで） 愛宕山大駐車場
　（（一社）笠間観光協会 ℡0296-72-9222）
第46回笠間つつじまつり（5月7日まで）
　笠間つつじ公園（商工観光課 内線517）
いこいの家はなさか 休館日
　（いこいの家 はなさか ℡0296-77-5110）

２火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

３水 憲法記念日

４木 みどりの日

５金 こどもの日

６土

７日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

８月 いこいの家はなさか 休館日

９火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

10水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

11木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

12金

13土

14日

普通救命講習会　9:00～12:00
　市民センターいわま
　（笠間市消防本部 ℡0296-73-0119)
天狗の郷バザールdeいわま　9:00～15:00
　岩間駅南広場
　（根本　℡090-3009-7883）
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

15月 いこいの家はなさか 休館日

16火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

日付 行　　事

17水

特設無料人権相談　10:00～15:00
　友部社会福祉会館
　(水戸地方法務局 ℡029-227-9919)
行政書士無料相談会　13:00～16:00　
　笠間市役所本所1階ロビー(秘書課 内線226)
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

18木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

19金 地域児童相談　9:30～16:00 友部保健センター
（子ども福祉課）※完全予約制

20土

21日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

22月 いこいの家はなさか 休館日

23火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

24水
行政相談　14:00～16:00　市民センターいわま
　(秘書課 内線226)
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

25木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

26金

27土

28日
休日納税相談窓口【市役所本所】8:30～12:00
　（収税課 内線118）
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

29月 いこいの家はなさか 休館日

30火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

31水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
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※平日夜間19:00 ～ 21:00（祝日を除く）は笠間市立病院で初期
救急診療を行っています。

※当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、診療を受け
てください。

5月の休日救急診療当番（9:00～17:00）

日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

3日 水　 武藤医院 0296-77-6610

4日 木 河村医院 0296-72-2121

5日 金 山本内科小児科医院 0296-71-2232

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に
開設します（かさまこども園内9:30 ～ 16:00）。祝日は休み。

※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・
木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10:00 ～
16:00）。祝日は休み。

※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日
に開設します（笠間市児童館内9:00 ～ 16:00）。

※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カ
レンダーをご覧ください。

情報カレンダー 5月



笠間市地域おこし協力隊 活動報告

地域おこし
協力隊とは

 地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

【問合せ】まちづくり推進課（内線538）

ブログやフェイスブックも
ご覧ください

ブログ▶http://ameblo.jp/kasamart-wa/
Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

【問合せ】まちづくり推進課（内線537）

東京駅で笠間市を紹介する秋元さん

16平成29年　広報かさま４月号（vol.133）

　昨年の7月から参加していた、中小企業庁の「ふるさとグローバルプ
ロデューサー育成支援事業」の研修が2月で終了しました。この研修を
通じ、笠間の地域資源について改めて知見を深めることができました。
笠間市の特産品である栗については、京都の丹波や高知の四万十など
を訪問し、笠間の栗の生産量の多さや質の良さが全国的に高く評価さ
れていることを知りました。
　研修の成果として、笠間の地域資源を活かして地域の皆さんと一緒

に何ができるだろうかといろいろと悩みましたが、協力隊として改めて笠間の栗を使った地域活性化に取組んで
いこうと決意することができました。
　しかしながら、現在はまだ構想段階です。それを明確にするためにも、生産者の方など市民の皆さんと実際に
お会いし、さまざまな思いを聞きながらもう一度足元を見つめ直して、具体的な行動につなげていきたいと考え
ています。どうぞよろしくお願いします。

研修を終え、これからが本番

プロフィール 秋
あき
元
もと
　健

けん
一
いち

（39歳）　東京都より移住

No.
44

　中心市街地内（駅や笠間稲荷周辺）において、地域の活性化および地域の振興に寄与することを目的として、市民等
が自主的・主体的に行う事業に対して補助金を交付します。
○補助の対象となる区域
　（1）笠間稲荷神社、岩間駅、友部駅、笠間駅のいずれかを含む地域で、都市計画法第9条に規定する近隣商業地

域および商業地域
　（2）県道稲田停車場線の稲田駅から神田橋までの沿線および市道（笠）3173号線、市道（笠）3535号線沿線（対

象地域の詳細はお問い合わせください）
○補助の対象者

　市街地活性化事業を行う個人または法人、市民等で構成される団体（現在、市から補助を受けている方、または
税等を滞納している方は対象外）
○対象となる事業と補助金の額

　次のいずれかに該当し、事業費総額（補助対象経費）がハード事業50万円・ソフト事業10万円以上で、補助金交付
決定後、平成29年度末までに完了見込みの事業。

【ハード事業（施設等の整備または保全のための事業）】
　（1）空き店舗等の活用：空き店舗・空き家・空き蔵等を改装または空き地を活用した店舗、宿泊施設、コミュニティ　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　施設等としての整備
　（2）観光・商業施設の整備：休憩スペース・観光案内所・観光案内板・案内放送設備等の設置
　（3）まち並み景観整備：地域の景観ルール等に基づく景観整備
【ソフト事業（イベントやPR等の事業）】

　補助金の交付を受けたハード事業（施設整備等）の目的を達成するための事業（施設のオープンイベント等に要す
る経費、施設紹介等の広報に要する経費）
○補助率

　補助対象事業費の1/2以内。ただし、市民等で構成される団体（商店会等）が行う事業で、笠間市市街地活性化
事業補助金審査委員会が特に必要と認めた場合は、補助対象経費の4/5以内

○申請書類の受付期限
　　5月26日（金）　午前8時30分〜午後5時15分（土曜・日曜・祝日を除く）

※補助金の交付額はハード事業3,000万円、ソフト事業300万円を限度とし、予算の範囲内で決定します。
※申請前に着工した事業、または交付決定通知が届く前に着工した事業については対象になりません。
※市街地活性化事業補助金審査会で、別に定める審査項目による書類審査を行い決定します（必要に応じ

プレゼンテーションによる審査を行う場合があります）。

「市街地活性化事業」を募集

注意
事項



健康ホットライン
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笠
間
市
八
田
地
区
に
建
つ
大
橋
公
民
館
前
の

道
路
を
横
断
し
て
丘
に
登
る
と
、
森
家
累
代
の

墓
所
が
あ
り
ま
す
。
同
墓
所
に
は
、「
森
義
健

君
寿じ

ゅ

蔵ぞ
う

碑ひ

」と「
貞
次
郎
森
君
碑
」が
並
び
建
っ

て
い
ま
す
。
両
碑
と
も
、
笠
間
の
書
家
亀か

め

井い

有ゆ
う

斐ひ
（
直ち

ょ
く

）の
揮き

毫ご
う

で
す
。

　

江
戸
時
代
、
大
橋
村
は
水
戸
藩
領
で
し
た
。

森
家
は
大
橋
村
の
庄
屋
兼
山や

ま

横よ
こ

目め

を
長
年
務
め

ま
し
た
。
水
戸
藩
の
幕
末
維
新
の
混
乱
期
に
庄

屋
で
あ
っ
た
重じ

ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん（
義
健
）は
、
尊
王
攘
夷

運
動
を
志
し
、
長
男
貞
次
郎
と
共
に
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
総
勢
十
三
名
で
大
橋
天
狗
党
を

結
成
し
ま
し
た
。
重
左
衛
門
四
十
三
歳
、
貞
次

郎
二
十
二
歳
で
し
た
。

　

そ
の
実
質
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
貞
次
郎
は
、

文
武
の
道
に
励
む
向
上
心
の
強
い
若
者
で
あ

り
、
成
沢
村（
水
戸
市
）の
加か

倉く
ら

井い

砂さ

山ざ
ん

の
日に

っ

新し
ん

塾じ
ゅ
く

で
学
び
ま
し
た
。
こ
こ
で
斉さ

い

藤と
う

監け
ん

物も
つ

・
鯉こ

い

渕ぶ
ち

要か
な

人め

ら
と
親
交
を
深
め
て
尊
王
攘
夷
思
想
に
接

し
、熱
烈
な
尊
攘
派
と
な
り
ま
し
た
。父
子
共
々

尊
攘
派
の
森
家
は
、
大
橋
村
そ
の
周
辺
の
村
々

の
尊
攘
激
派
の
交
遊
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

貞
次
郎
は
、安
政
～
元
治
年
間
（
一
八
五
四

～
六
四
）江
戸
へ
出
て
国
事
に
奔
走
し
、
ま
た

藤
田
小
四
郎
ら
の
筑
波
山
挙
兵
に
馳
せ
参
じ
ま

し
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）八
月
、
天
狗

党
別
働
隊
の
田た

中な
か

愿げ
ん

蔵ぞ
う

一
派
が
大
橋
村
付
近
を

横
行
し
て
放
火
略
奪
を
行
っ
た
た
め
、
憤
激
し

た
村
役
人
層
は
諸
生
派
に
与
し
、
森
家
・
筑
波

挙
兵
参
加
者
宅
を
襲
撃
し
て
二
度
に
わ
た
っ
て

打
ち
壊
し
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
、
重
左
衛
門

は
京
都
に
潜
伏
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
、
貞
次
郎
ら
は
、
大
子
村
に
集
結
し
た

天
狗
党
に
合
流
し
ま
し
た
。
そ
の
折
、
彼
は
幼

い
娘
・
い
そ
の
頭
を
か
き
撫
で
名
残
を
惜
し
み

出
発
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
親

子
の
今
生
の
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
、
武た

け

田だ

耕こ
う

雲う
ん

斎さ
い

を
総
大
将
と
す

る
天
狗
党
は
禁き

ん

裏り

御ご

守し
ゅ

衛え
い

総そ
う

督と
く

一ひ
と
つ

橋ば
し

慶よ
し

喜の
ぶ

を

頼
っ
て
京
都
へ
赴
き
、
朝
廷
へ
尊
王
攘
夷
の
志

を
訴
え
る
た
め
大
子
村
を
出
立
し
ま
し
た
。
時

に
は
戦
い
、
時
に
は
戦
わ
ず
し
て
多
く
の
藩
領

を
通
過
し
て
約
千
キ
ロ
を
歩
き
通
し
ま
し
た
。

厳
寒
に
耐
え
て
幾
多
の
山
野
を
踏
破
し
、
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

の
行
軍
を
続
け
四
十
日
後
、
敦
賀
近
郊
の

新
保
宿
に
到
着
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
を

待
ち
か
ま
え
て
い
た
幕
府
・
諸
藩
の
追
討
軍
総

督
が
、
頼
り
と
す
る
慶
喜
と
知
っ
て
絶
望
し
、

天
狗
党
は
つ
い
に
投
降
し
ま
し
た
。

　

幕
府
の
裁
決
の
結
果
、
総
勢
八
百
二
十
三
名

中
武
田
耕
雲
斎
以
下
三
百
五
十
二
名
が
死
罪

と
な
り
、
大
橋
天
狗
党
か
ら
参
加
し
た
貞
次
郎

（
二
十
九
歳
）以
下
四
名
も
斬ざ

ん

刑け
い

に
処
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

明
治
元
年（
一
八
六
八
）、明
治
新
政
府
が
成

立
す
る
と
、天
狗
党
が
正
義
で
官
軍
、
諸
生
派

が
賊
軍
と
さ
れ
ま
し
た
。
重
左
衛
門
も
五
年
に

わ
た
る
潜
伏
生
活
か
ら
帰
村
し
て
庄
屋
職
に
復

帰
し
、
諸
生
派
に
与
し
た
農
民
に
謝
罪
状
を
書

か
せ
て
許
し
ま
し
た
。

（
市
史
研
究
員　

萩は
ぎ

野の

谷や 

洋よ
う

子こ

）

　

医
療
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
は
、

患
者
と
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
問
題
で
す
。
か
つ
て
は
医

療
従
事
者
個
人
に
責
任
が
追
及
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

診
療
シ
ス
テ
ム
の
問
題
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
診
療
手
順
書
）
が
作
成

さ
れ
、
問
題
が
起
き
れ
ば
、
改
訂
作

業
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
行
す
る
の

が
人
間
で
あ
る
以
上
、
医
療
事
故
が

無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
事
故
の
原
因
を
分
析
す
る

と
、
技
術
の
問
題
よ
り
も
医
療
チ
ー

ム
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
事
故
の
前
に
は
何
ら
か
の
異
変

が
あ
り
、
誰
か
が
気
付
い
て
い
る

も
の
な
の
で
す
。「
ま
あ
大
丈
夫
だ

ろ
う
」「
自
分
が
言
っ
て
も
仕
方
が

な
い
」な
ど
と
、
個
人
の
気
付
き
が

チ
ー
ム
内
で
共
有
さ
れ
な
い
こ
と
が

事
故
を
招
き
ま
す
。

　

チ
ー
ム
医
療
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
チ
ー
ム
ス
テ
ッ
プ
ス
」は
、米
国
で

開
発
さ
れ
、
日
本
で
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
付
属
病
院
が
普
及
を
進
め
て

い
ま
す
。
普
及
は
、
腹
腔
鏡
手
術
事

故
が
多
発
し
た
青
戸
病
院
事
件
の
反

省
か
ら
、
病
院
全
体
で
の
取
組
み
が

進
ん
だ
た
め
で
す
。
職
種
間
・
職
種

内
で
上
下
関
係
が
あ
り
、
ベ
テ
ラ

ン
・
新
人
の
混
在
す
る
医
療
チ
ー
ム

内
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

上
手
く
い
か
な
い
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
わ
か
り
や
す

い
伝
え
方
や
他
者
の
考
え
方
も
尊
重

す
る
受
け
止
め
方
を
あ
え
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
る
の
で
す
。

　
「
チ
ー
ム
ス
テ
ッ
プ
ス
」に
は
、
２

回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ル
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
一
度
気
付
き
を
伝
え
て

お
座
な
り
に
さ
れ
て
も
、
本
当
に
お

か
し
い
と
思
っ
た
ら
２
度
伝
え
る
ま

で
は
発
信
者
の
責
任
で
す
。
受
け
手

側
は
、
２
回
発
信
さ
れ
た
ら
一
度
立

ち
止
ま
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
い

ま
す
。

　

医
療
チ
ー
ム
は
、
医
療
職
・
介
護

職
・
事
務
職
も
含
め
た
多
職
種
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心
は

患
者
さ
ん（
家
族
も
含
む
）で
す
。
医

療
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
患
者
さ

ん
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。「
何
か

お
か
し
い
」と
気
付
い
た
ら
、我
々
に

遠
慮
な
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
我
々

も
そ
れ
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
よ
い
チ
ー
ム
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
も
参
加
　
医
療
安
全
活
動

ー
個
人
の
気
付
き
を
チ
ー
ム
の
行
動
に
ー

森家墓地内の碑（大橋）
（左）森義健君寿蔵碑
（中）貞次郎森君碑　

笠
間
の
歴
史
探
訪 
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大
橋
天
狗
党
森
義ぎ

健け
ん

・
貞て

い

次じ

郎ろ
う

の
碑

笠間市立病院　石塚　恒夫市立病院の医療コラム�



市長コラム

【問合せ】一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村美枝子）

大相撲笠間場所（平成26年）

日本語スピーチコンテストに協会から
審査員として参加
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　今月から、英単語3語以内で話す日米友だち会話が新たに始まります。学校で習った表現
にプラスして使うと、コミュニケーションに親密さが生まれ、自然な会話で外国人と仲良
くなれます。さあ、世界に友だちをつくって交流を始めましょう。

アメリカ英語 カタカナ表記アメリカ英語 ローマ字表記 日本語
What’s  up? ホワッツ　アップ？ Nanika kawatta-koto atta? 何か変わったことあった？

How’s  it  going? ハウズ イッ ゴーイング？ Genki datta? 元気だった？

What’s  happening? ホワッツ　ハプニング？ Do-shitano? どうしたの？

Is  Akiko  okey? イズ　アキコ　オゥケイ？ Akiko genki? アキコ元気？

How’s  Akiko  doing？ ハウズ アキコ ドゥーイング？ Akiko do-shiteru? アキコどうしてる？

Nothing  much. ナッシング　マッチ Betsu-ni nani-mo 別に何も

Nothing  special. ナッシング　スペシャル Betsu-ni kawannai-yo 別に変わんないよ

郷
土
力
士
　
共
に
応
援
を

　

本
県
出
身
の
稀
勢
の
里
関
が
第
72

代
横
綱
に
昇
進
し
、
先
月
横
綱
と
し

て
初
め
て
迎
え
た
春
場
所
で
、
負
傷

し
な
が
ら
も
逆
転
優
勝
を
飾
り
、
大

い
に
相
撲
で
本
県
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
か
ら
も
、
相
撲
界
に
は
三
段

目
に
2
人
の
力
士
、
常
陸
號
（
笠
間

中
出
身
）
と
玉
金
剛
（
友
部
中
出

身
）
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
活
躍

に
つ
い
て
場
所
ご
と
の
勝
敗
に
注
目

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
玉
金
剛
も
同
場
所
に

お
い
て
三
段
目
優
勝
（
7
戦
全
勝
）

を
飾
る
と
い
う
雄
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
郷
土
の
誇
り
で
あ

り
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

三
段
目
は
幕
内
と
は
違
い
15
日
間
の

場
所
中
7
番
の
勝
負
で
あ
り
、
毎
日

取
組
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

前
半
勝
ち
続
け
て
も
後
半
に
負
け
が

重
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
調
整
が
難

し
く
厳
し
い
位
置
だ
と
思
い
ま
す
。

２
人
の
力
士
に
は
、
早
く
十
両
に
上

が
っ
て
も
ら
い
活
躍
す
る
姿
を
見
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笠
間
市
は
市
内
の
小
中
学

校
す
べ
て
に
土
俵
が
あ
り
、
少
年
相

撲
の
盛
ん
な
地
域
で
す
。
毎
年
市
内

で
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

２
人
に
続
く
素
晴
ら
し
い
力
士
が
誕

生
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

横
綱
稀
勢
の
里
関
や
２
人
の
郷
土
力

士
を
市
民
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ

て
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ホームタウンガイド
　期　間：4月29日（土）～ 5月5日（金）
　時　間：午前10時～午後4時
　場　所：笠間稲荷神社・つつじ祭り・陶炎祭会場

　期間中に、外国人旅行者向けに観光案内を英語、フランス語、ドイツ語、
中国語、タガログ語、インドネシア語で行います。協会のロゴが入ったオ
レンジ色またはグリーンのユニフォームを着用し、笠間稲荷神社・つつじ
祭り、陶炎祭の会場3か所で巡回します。主に観光スポットまでの道案内と
飲食店やお土産店の案内など市内の情報を提供しています。どうぞ、ご利
用ください。

5月の日本語教室開講日ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　6日（土）、13日（土）、20日（土）（友部公民館　午前10時〜）

◦
４
月
の
国
際
交
流
情
報
◦
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書籍
CD

DVD

　　　　　　　　　　　　　　　 〈Twitterアカウント〉
笠間図書館 ☎0296-72-5046　@kasama_klib
友部図書館 ☎0296-78-1200　@tomobe_klib
岩間図書館 ☎0299-45-2082　@iwama_klib

としょかん
図書館システムとホームページが
新しくなりました

としょかん１年生のご案内

　4月からホームページの資料検索結果には、本の表紙画
像が表示されます。また、カーリルやブクログなどの書評
も確認でき、本探しをますます楽しめるようになりまし
た。
　さらに、予約カートに入れて一度に予約したり、借りる
順番を指定することもできるようになりました。借りたい
と思った資料をお気に入り一覧に入れておくこともできま
す。みなさん、ぜひお試しください。
パソコン用URL：
http://lib.city.kasama.ibaraki.jp（現在のURLと同じです）
スマートフォン用URL：
https://www.lib100.nexs-service.jp/kasama/spopac/index.do
携帯電話用URL：
https://www.lib100.nexs-service.jp/kasama/mobile/index.do
※WEB予約には一度パスワードの設定が必要です。ホー
ムページのマイページでご登録ください。（4月以前に
WEB予約をご利用の方も再度登録が必要となります。）

　新小学1年生のみなさん、ご入学おめでとうございます。
　笠間市立図書館では、市内の小学1年生を対象に、「と
しょかん1年生事業」を行っています。この事業は新小学
1年生に、自分の図書館カードを作り、「借りたいものを
自分で借りる」ことの体験を通じて、本への興味や世界を
広げてほしい、という願いをこめた事業です。
　入学式で配布された図書館からの「しょうたいじょう」
をお持ちいただいた方には、「としょかん1年生パック」
をお渡ししています。オリジナルしおりや、カードケース
など図書館利用に役立つものが入っています。お子さんと
一緒にお近くの図書館までお越しください。
　また、各図書館では、「としょかん1年生コーナー」
で、おすすめの本をたくさん展示しています。

各館の行事予定 5月

笠間図書館 友部図書館 岩間図書館
◆おはなし会
　（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
5月 5日（金）祝日のためお休みです
5月19日（金）
　『なきごえバス』ほか
◆おはなし会
　（4歳～小学生向け　午後2時～）
5月 7日（日）
　『そらまめくんのベッド』ほか
　〈はあとtoはあと〉
5月14日（日）
　『ぼくとママのたからもの』ほか
　〈たんぽぽ〉
5月21日（日）
　『つぎはわたしのばん』ほか
　〈アイ  アイ〉
5月28日（日）
　『ようちえんいやや』ほか
　〈笠間語り部の会〉
◆上映会（午後2時～）
5月20日（土）
　『経世済民の男』（139分）
◆ギャラリー
4月27日（木）～5月24日（水）
　「版画展」友部版画クラブ

◆おはなし会
　（0歳～3歳向け　午前11時～）
5月18日（木）
　来てのおたのしみ！
◆おはなし会
　（4歳～小学生向け 　午前11時～）
5月 7日（日）
　来てのおたのしみ！
　〈すみれのWA〉
5月21日（日）
　『くつしたくん』ほか
　〈いずみ〉
◆名作映画会（午後2時～）
5月28日（日）
　『A.I.』（143分）
◆ ギャラリー
◇5月 2日（火）～5月14日（日）
　「リサイクル玩具展示」
　　手造り工作の会
◇5月16日（火）～5月28日（日）  

　「水彩画展示」益
まし

子
こ

芳
よし

一
かず

◇5月30日（火）～6月11日（日）
　「写真展示」友部写友会

◆おはなし会
　（0歳～3歳向け　午前11時30分～
　 正午）
　5月12日（金）
　『ぞうさんのさんぽ』ほか
　※場所：岩間子育て支援センター
　　　　　くりのこ
◆おはなし会
　（4歳～小学生向け）
◇こどもの読書週間スペシャル
　日曜おはなし会
　（午後2時〜2時40分）
　5月 7日（日）
　『ねずみのよめいり』ほか
◇おはなしのとびら
　（午後2時〜2時30分）
　5月13日（土）
　『かまきりとしましまあおむし』
　　ほか　〈めだかクラブ〉
　5月27日（土）来てのおたのしみ!
　〈めだかクラブ〉

この招待状を持って図書館
までお越しください。

としょかん1年生パック



笠間市大原1216　TEL.0296-77-7845

畳表替え
襖張替え
障子張替え（大）
アミ戸張替え（大）… 2,100円→

アミ戸張替え
1,900円

国産品なら
畳工房ニタイラ

………3,900円～
………3,900円～
…3,900円～
3,900円～

他社と比べて下さい
見積もり無料

暖かい日が増えてきましたね。
窓を開けると、虫が入って

きませんか？
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行政相談委員に委嘱宝くじ助成事業で備品整備
　平成29年4月1日、次の方が総務大臣から行政相
談委員に委嘱されました。
　磯

い そ

　　靖
や す

子
こ

さん（稲田）　（再委嘱）
　柴

し ば

田
た

　良
りょう

子
こ

さん（大田町）（再委嘱）
　茂

も

呂
ろ

　　裕
ゆたか

さん（下郷）　（再委嘱）
　行政相談委員は「めざそう　住みよい　まちづく
り」をスローガンに、住民の皆さんの身近な相談相
手として、行政に関する相談などを受け付け、その
解決のための活動をしています。
　市では、毎月1回の定例相談所と年に2回の特設
行政相談所を開設しています。毎日の暮らしの中で
困っていること、悩んでいることなどがありました
ら、お気軽にご相談ください。相談は、無料・秘密
厳守です。
特設相談所▶　5月24日（水）午後2時～ 4時
　　　　　　　市民センターいわま　1階ロビー
定例相談所▶　毎月第4水曜日　午後2時～ 4時
　　　　　　　友部公民館　1階相談室
※ただし、5月は市民センターいわまが会場です。
問 秘書課（内線225）　 
　 総務省茨城行政評価事務 TEL 029-221-3347

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日1月25日）
【施設の維持管理】
　環境保全事業団より維持管理状況の報告を受けた。

◦ごみの受入投入方法については、展開検査ヤードで受入検査を実施後、クレーン方式によりごみを均一に混
合し、処理能力（72.5ｔ/日×2炉）以上のごみを投入しない。（日平均96.0ｔ）

◦炉の運転方法については、助燃バーナーを使用し、一酸化炭素濃度が100万分の100以下となるようにごみ
を焼却している。（維持管理目標値30ppm以下で設定。　結果：1号炉8ppm　2号炉7ppm）

◦ダイオキシンの発生防止については、燃焼室中の燃焼ガスを摂氏800度以上に保ち、集塵器に流入する燃焼
ガスを水噴霧により摂氏175度以下に冷却している。

　また、煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の濃度は、維持管理目標値である0.1ng-TEQ/N㎥以
下となるように二次燃焼室において完全燃焼している。

　（結果：1号炉0.063ng-TEQ/N㎥　2号炉0.0082ng-TEQ/N㎥）
◦ばいじん中に含まれるダイオキシン類濃度は、年１回以上測定し0.0011ng-TEQ/gとなっている。
◦消火設備、粉じん飛散防止、害虫発生抑制、騒音・振動・悪臭・水質など生活環境に支障が生じないよう整

備または実施している。
　【次回の監視活動】

　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

4月の納税等

　 ・固定資産税（１期分）・介護保険料（１期分）

※納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税
をお願いします。

※口座振替で納付の方は預金残高の確認をお願いします。

納期限：5月1日（月）

　笠間市消防本部は、（財）自治総合センターから「平
成28年度コミュニティ助成事業女性防火クラブ育
成助成」を受け、笠間市幼少年婦人防火委員会に防
火・防災思想の啓発活動を支援する備品として、視
聴覚資器材と法被を購入いたしました。
　これらの備品を活用し、地域の防火・防災意識の
高揚や住宅用火災警報器の設置促進の広報活動を実
施していただきます。
　この助成事業は、宝くじの普及広報を目的として
行われているもので、宝くじの収入を財源としてい
ます。



情報コーナー 申…申し込み　問…問い合わせ

電気のお困り事はありませんか？

親切、丁寧、安心の

〒309-1731 笠間市上市原905℡0296-73-4216

エースデンキ

電球ひとつの交換から出張いたします。電球ひとつの交換から出張いたします。

見積り無料！家電製品販売、修理、各種電気工事

資格／第１種電気工事士
　　　２級電気工事施工管理技士 ホームページはエースデンキ友部店で検索！

http://www.acedenki-tomobeten.net

出張
専門

担
当
の

オ
サ
カ
ベ

で
す

★★

★★

★★

… となりのまちから …
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居宅介護支援事業所
「ケアプランセンターかさま」
オープン

茨城県陶芸美術館　特別展
「PUNK　工芸－魂の救済」

笠間クラインガルテン直売所に
カフェオープン！

休日納税相談窓口のお知らせ

スカイスリーフェスタ
（小美玉市）

　笠間市では、収納推進強化の取組
みとして、納税についての相談がで
きる休日窓口を引き続き開設しま
す。病気や失業・事業の経営不振な
ど、止むを得ない理由で納期限内に
税金を納めることが困難な方には、
生活状況などを伺わせていただいた
上で、納付計画のアドバイスをして
います。
期日▶4月30日（日）　5月28日（日）  　　　　　　
　　　6月25日（日）　7月30日（日）  
　　　8月27日（日）　9月24日（日） 
　　　10月29日（日）11月26日（日） 
　　　12月24日（日）
　　　平成30年1月28日（日）
　　　2月25日（日）  3月25日（日）

　　の12日間。
時間▶午前8時30分～正午
場所▶笠間市役所本庁　1階収税課
相談および納付できる税目▶市県民

税、固定資産税、軽自動車税、国
民健康保険税

持参品▶収入・支出の分かる書類
　　　　認印
※課税内容についてのご相談は、事

前に各担当課までご相談ください。
問 収税課（内線118）

　既成の概念にとらわれることなく
斬新で先鋭的な作品を作り続ける
10名の工芸作家を取り上げ〝新しい
工芸＂の姿と進化の形を紹介します。

期間▶4月15日(土) ～ 5月28日（日）
入館料▶一般310円  高大生260円
　　　　小中生150円
※特別展チケットでテーマ展、コレ

クション展も観覧可
休館日▶月曜休館
　 （ただし5月1日は開館）
問 笠間市笠間2345
　 （笠間芸術の森公園内）
　 TEL 0296-70-0011

　笠間市立病院では、4月1日から
居宅介護支援事業所「ケアプランセ
ンターかさま」を開設し、介護に関
する相談、要介護認定の申請代行等
に対応しています。要介護認定後は、
ケアマネージャーが本人や家族の意
向を基に本人に合った介護サービス
計画を作成します。希望の方はお問
い合わせください。

　4月22日（土）に、笠間クラインガ
ルテン直売所内にカフェコーナーが
オープンします。店内に休憩スペー
スを設け、旬の果物（いちご）を使っ
たドリンクや軽食、コーヒー等が楽
しめます。持ち帰りも可能ですので、
晴れた日にはのんびり屋外で楽しむ
ことができます。22日、23日はオー
プニングイベントとして、お試し価
格での販売を実施します。なお、人
気のソフトクリームも引き続き提供
しています。ぜひお立ち寄りくださ
い。
営業時間▶午前8時～午後5時
　（カフェの利用は午後4時まで）
場所▶笠間市本戸4258
問 笠間クラインガルテン
 　TEL0296-70-3011
 　（HP：http://www.kasama-kg.jp/）

　茨城空港の恒例イベント「スカイ
スリーフェスタ」は、特産品販売な
ど小美玉の魅力が盛りだくさん♪　
家族みんなで楽しめるイベントも同
時に開催予定です。ぜひ茨城空港に
遊びに来てください！
日時▶5月27日（土）～ 28日（日）　
　午前10時～午後4時
場所▶茨城空港
内容▶
・小美玉マルシェ…地元商店による

特産品、グルメの出張販売
・子ども向け体験イベント「わんぱ

く教室」
問 小美玉市茨城空港利用促進協議
会事務局(小美玉市空港対策課内)
TEL 0299－48－1111

案　内

平成30年4月オープン予定の地域医療セン
ターかさま

川端健太郎
「女（スプーン）」

2014年
（当館寄託）

　なお、平成30年4月には「地域医
療センターかさま」がオープンし移
転いたします。
受付時間▶午前8時30分～午後5時

15分（土日・祝日・年末年始を除く）
問 笠間市立病院
　 TEL0296-77-0034



ポーターハウス
今月の
訪問先

グルメイトが行く！ 地産地消応援団の「笠間グルメイト」が、地産地消協力店を
レポートします。
この記事に関するお問合せは、農政課（内線528）へ。

　ポーターハウスは、平成28年にオープン
した自然食品専門店です。「自然食品と暮ら
し」をコンセプトに、売店・カフェ・レストラ
ンを家族4人で経営しています。
　笠間ならではの食品を提供したいとの思
いから創業され、1階の売店は明るい雰囲気
で、2階は落ち着いて食事ができるレストラ
ンです。自然食品を扱うだけでなく、温もり
のある笠間焼の器や木のスプーンを使用す
るなど、随所にお店のこだわりを感じます。
地産地消をモットーに、新鮮でおいしい野
菜をお客様に届けるため一軒一軒農家を回
り、日々奮闘しています。

　ポーターハウスの一押しメニューは
酵素プレートです。この日のメインの
麻婆豆腐は、おとうふ家族のお豆腐と
地元で生産されている四季豚（四季
折々の農産物を餌にして育った豚）を
使い、ピリッと辛め。ご飯は、圧力鍋で
炊いた玄米を3日間保温し続けた「酵
素玄米」で栄養価が高く、モチモチと
した食感が特徴です。他にも漬物やこ
うじタレ等、酵素の力で栄養価が高
く、生活習慣病の予防につながりそう
なメニューです。

　市の観光イベントや県内外の観光キャンペーンで活躍する、第17代かさま観光大使に茨城町在住の
平澤優香さん（20）と筑西市在住の手面光里さん（29）の2人が選ばれました。先輩の第16代目大使
2人とともに、平成29年4月から31年3月までの2年間、笠間市の観光PRを行います。
　皆さん、よろしくお願いします。

温もりのある
　　自然食品専門店

＊＊女性にうれしい酵素プレート＊＊

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

酵素プレート

～取材を終えて～
地元の野菜をたくさん使ったお料理が良かったです。
笠間産の豆乳を使ったシフォンケーキもオススメです！

★ポーターハウス★
代表　郷家　秀仁　
住所：笠間市手越109－2　電話：0296－71－6262
営業時間：午前10時～午後6時
定休日：月曜日

ごうけ ひでじ

グルメイトの興津 亜紀子さん
郷家店長
グルメイトの小林 三津子さん

おきつ 　あ  き こ

こばやし  み  つ  こ

神栖市出身・茨城町在住（20歳）

平澤 優香さん

ひらさわ   ゆう か

筑西市出身・筑西市在住（29歳）

手面 光里さん

て つら　ひか り

　１年目でわからな
いことや不安なこと
も多くありますが、
優しい先輩方に笠間
市について教えて頂
きながら、観光大使
として成長できれば
と思います。
　 笠 間 市 の プ ロ
フェッショナルを目
指して頑張ります！

　魅力あふれる笠間
を大使としてPRでき
ることとなり、大変嬉
しく思っております。
特産品や観光名所を
広めるとともに、笠間
の人々の想いも伝え
るお手伝いがしたい
と考えております。ど
うぞよろしくお願いい
たします。

第17代かさま観光大使が決定！！
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　　自然食品専門店

＊＊女性にうれしい酵素プレート＊＊

※取材にご協力いただける地産地消協力店を随時募集しています。

酵素プレート

～取材を終えて～
地元の野菜をたくさん使ったお料理が良かったです。
笠間産の豆乳を使ったシフォンケーキもオススメです！

★ポーターハウス★
代表　郷家　秀仁　
住所：笠間市手越109－2　電話：0296－71－6262
営業時間：午前10時～午後6時
定休日：月曜日

ごうけ ひでじ

グルメイトの興津 亜紀子さん
郷家店長
グルメイトの小林 三津子さん

おきつ 　あ  き こ

こばやし  み  つ  こ

神栖市出身・茨城町在住（20歳）

平澤 優香さん

ひらさわ   ゆう か

筑西市出身・筑西市在住（29歳）

手面 光里さん

て つら　ひか り

　１年目でわからな
いことや不安なこと
も多くありますが、
優しい先輩方に笠間
市について教えて頂
きながら、観光大使
として成長できれば
と思います。
　 笠 間 市 の プ ロ
フェッショナルを目
指して頑張ります！

　魅力あふれる笠間
を大使としてPRでき
ることとなり、大変嬉
しく思っております。
特産品や観光名所を
広めるとともに、笠間
の人々の想いも伝え
るお手伝いがしたい
と考えております。ど
うぞよろしくお願いい
たします。

第17代かさま観光大使が決定！！
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http://kasamacity-kidskan.com　問合せ：笠間キッズ館 ℡.0296-77-8340

http://kasama-pocket.jp　　　　 問合せ：子ども福祉課 ℡.0296-77-1101（内線162）

笠間キッズ館アドレス

かさまぽけっとアドレス

人口と世帯数

97
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◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile

●人　口：75,937人（−63人）　男37,144人（−35人）　女38,793人（−28人）
●世帯数：28,406世帯（＋15世帯）　●3月の出生数：36人　●3月の死亡数：77人

《常住人口2.1現在》
（　）内は前月比較

　我が家の長男も1歳6か月になりました。つい半年前ま

ではよちよち歩きだったのが、今ではしっかりとした足取

りで走り回っています。最近のお気に入りは、電車と車。

お出かけした時に、電車やバスを見かけると大興奮で声を

出して喜んでいます。だんだんと自分でやりたがることが

増えてきたものの、うまくいかず涙を流して

しまうことも。いろいろな表情を見せてくれ

る長男の姿に成長の早さを感じています。こ

こまで元気に育ってくれたのも、奥さんの長

男に対する愛情はもちろんのこと、周囲のサ

ポートがあったからです。これからも支えて

くれる方々への感謝を忘れずに、日々笑顔で

子育てを楽しんでいきたいです。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　 I・T　
◀顔面キック！

イクメン
日記

新米パパの

1 2 3 4 5

1 2

1 2 1 2

3 4 5

6

1 72 3 4 5 6

家族と一緒に食卓を囲み、このレシピをためしてみませんか？
毎月19日は「食育の日」

笠間市ヘルスリーダーの会が
紹介する

かさま食彩かさま食彩

ゆで筍（一口大薄切り）… ２００ｇ
ほうれん草（3～4㎝に切る）…１/２束
えのき茸（1/2に切る）…… ５０ｇ
にんにく（みじん切り）……… 1片
生姜（みじん切り）…………… 1片
ホタテ（缶）…………………１２０ｇ

水＋ホタテ缶汁………… １カップ
油 ……………………… 大さじ１
塩・こしょう …………………少々
　　片栗粉 …………… 小さじ２
　　水 ………………… 小さじ２

材料（4人分）

作　り　方
❶ゆで筍、野菜は切り、えのき茸は切ってほぐしておく。
❷ホタテは身をほぐしておく。
❸フライパンに油をいれ、にんにく、生姜を炒め香りが出たら
　ゆで筍、ほうれん草、えのき茸を炒める。
❹ホタテの身、ホタテの缶汁と水を加える。
❺塩、こしょうで味付けし、水溶き片栗粉を加え、とろみをつける。

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で1名様に差し上げます。このコーナー
や広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課
まではがき（持参可）でお申し込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

【笠間焼の提供】大川 弘明（行方市）　サイズ：13cm×23cm
4月号締め切り：4月28日（金）必着笠間焼うつわプレゼント

主食（ごはん、パン、麺）
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

詳しくは 食事バランスガイド 検索

……… 食事バランスガイド ………
0

1.5SV
1SV
0
0

・エネルギー
・たんぱく質
・脂　　　質
・塩　　　分

栄養成分（１人分）
87kcal
8.6ｇ
3.4g
0.8g

筍とほうれん草のホタテあんかけ

おおかわ　ひろあき


